
兵庫教育大学学校教育学研究, 2015, 第27巻, pp 41-48 

理科教育における 「生成的学習モデル」 と 0PPA- 中学校 1 年生単元 「植物の世界」 を事例と して一

中 島 雅 子* 山 田 理 恵** 松 本 伸 示*** 

本稿では, 一枚ポート フォリオ評価法 ( 0PPA : One Page Portfolio Assessment, 以下 0PPA と表記) の導入による 「生

成的学習モデル (generative learning model)」 に基づ く理科授業の成立とその効果を , 中学 1 年生を対象に検証した。 そ

の結果, OPPA の機能が 「生成的学習モデル」 を基づく授業論で重視すべき点と関係しているこ とがわかった。 それは, 

次の 5点であった。 第 1 に, 「 メ タ認知」 が育成されるこ と。 第 2 に, これにより , 学習者が 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然

性」 の感得を可能にするこ と。 第 3 に, 学習者自身による 「反省的思考」 を促すこ と。 第 4 に, 「構成主義」 に基づく概

念の形成過程という視点を重視していること。 第 5 に, これらを可能にしたのは, OPPA の 「概念の形成過程の可視化」

によることである。 以上より , 授業に 0PPA を導入することで、 「生成的学習モデル」 に基づく授業が成立することがわ

かった。 さ らに, それは中学生に好意的に受け入れられるこ とで , 有効に機能するこ とがあきらかになった。 

キーワード : 0PPA, 生成的学習モデル, 学ぶ意味, 学ぶ必然性, メ タ認知

1 はじめに

本研究は, 一枚ポート フ ォリ オ評価法 ( 0PPA : One 
Page Portfolio Assessment, 以下 0PPA と表記) の導入
による 「生成的学習モデル (generative learning model)」
に基づく理科授業の成立とその効果を検討しよう とする

ものである。

こ れまで , オズボー ン (Roger Osbome) らによ る
「生成的学習モデル」 ' を中心に, 「構成主義 (constructi- 
vism) 」 に基づ く 概念の形成過程という視点から授業論
を検討してきた2。 その結果, 授業論で重視すべき点と
して, 次の3 つを導出した。
第 1 に, 授業における 「メ タ認知」 の育成である。 第

2 に, これにより , 授業において 「学ぶ意味」 や 「学ぶ
必然性」 を学習者が感得するこ とが可能になると考えら

れるこ とである。 第 3 に, 授業において, 学習者自身に
よる 「反省的思考」 を促すことである。 これらは, オズ
ボー ンらの 「メ タ認知」 を重視した学習論によるもので

あり , それは, 学習者の概念の形成過程を重視するこ と
でなされた。

では, これら を具体化するにはどのよう な授業を行え
ばよいのだろう か。 本研究では 0PPA に着目した。 そ
の理由は次の通りである。

OPPA は 「構成主義」 的な学習観3 に基づき開発され
た自己評価法である。 これまでの報告により メ タ認知の

育成に有効と されている 4。 さ らに , これにより , 学習
者が 「なぜ理科を学ぶのか」 といった理科を 「学ぶ意味」

や, 「理科を学ばねば」 といった 「学ぶ必然性」 , さらに
は, 「やればできる」 といった 「自己効力感」 の感得を
促すこ とが報告されている 5。 したがって , 「生成的学
習モデル」 に基づく授業を実施する上で , OPPAは大き
な役割を果たす可能性があると考えた。

OPPA を導入した授業については, 多 く の先行研究が
あ るが 6 , 「生成的学習モデル」 との関係を検討したも

のはこ れまでにはない。 
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2 目 的
本研究の日的は, 「生成的学習モデル」 の具体化とそ

の効果を明らかにするこ とである。 そのために, 次の 4 
点を検討する。

( 1 ) 中学 1 年生の単元 「植物の世界」 において, 0PP
シート を作成し , 生徒の学習前 ・ 中 ・ 後の概念を類型
化する。

( 2 ) 0PPA に関する感想を生徒に記述させ, それら類
型化する。

( 3 ) これらより , OPPAの効果を検討する。
( 4 ) ( 3 ) で明らかになった効果と 「生成的学習モデ
ル」 との関連性を明らかにし , 授業に 0PPA を導入
するこ とで , 「生成的学習モデル」 に基づく授業が成
立するかどうかを検討する。

( 6 ) 最後に, それは, 実際の中学校現場で有効に働く
のかについて明らかにする。 

3 方 法
本研究では, 0PP シートの記述と 0PP シートに関す
る生徒の感想を基に, 概念の形成過程という視点を中心
に分析を行う。 具体的な方法は次の通りである。

( 1 ) 0PP シート (図 1 ) を作成し , 中学 1年生に記
録させる。 生徒は, 授業の前後に同じ問いかけ (本質
的な問い) 7 に関する記述を行う。 また, 毎時間, 授
業終了時に 「今日の授業で一番重要だと思ったこと」

および 「疑問点と感想」 を記入する。

単元の終了時には, 記述の全体を通して, 「この単
元の学習を通して自分が変わったか, 変わらないか,
変わったと したら何が変わったのか」 について記入す

る。 

*兵庫教育大学大学院博士課程 * *南アルプス市立白根巨摩中学校
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理科教育における 「生成的学習モデル」 と 0PPA 

( 2 ) 1 枚の 0PP シート を完成させた段階で、 0PPA 
に関する感想を , 記述させる。

( 3 ) ( 1 ) と ( 2 ) の記述を基に, 0PPA の効果を抽
出する。

( 4 ) ( 3 ) で明らかにされた効果と 「生成的学習モデ
ル」 の関係を検討し , 「生成的学習モデル」 に基づく
理科授業の成立とその効果を検討する。

( 5 ) 実施期日は, 2013年 4 月初旬~ 5 月上旬。対象は
山梨県内の公立 s 中学校 1 年生, 112名である。 

4 授業の概要
( 1 ) 中学 1 年単元 「植物の世界」 を事例にして 0PP
シート を作成し , 授業を行った。 使用した教科書は
「『新しい科学 1年』 平成24年度版, 東京書籍」 であ
る。 授業の概要 (全 7時間) は, 表 1 に示す。

( 2 ) OPP シート記入において指示した内容は次の通
りである。

① 「学習前」 欄の記述

1 時間目の最初に , 「理科の授業は何のためにあ
ると思いますか? 」 という質問 (本質的な問い) に
従い 5 分時間をと って 「学習前」 欄に記入させる。
② 「学習履歴」 欄の記述

毎授業において最後に, 5分程度時間をとり 「今
日の学習で一番重要だったこ と を書きまし よう」 ,
「疑問点や感想など何でもよいので自由に書いてく

ださい」 という欄に記入させる 8。
③ 「最下段」 欄の記述

「学習後」 および 「最下段」 欄の記述と最後 ( 7 時
間目) の授業で10分程度時間をとり , 「学習後」 の
欄に, ①と同じ質問 (本質的な問い) に関する記述
をさせる。 また, シートの最下段に 「学習前 ・ 中 ・
後を振り返ってみて , 何がわかり ま したか ? また,
今回の勉強を通してあなたは何がどのよう に変わり

ま したか ? そのこ とについてあなたはどう思います
か? 感想でもかまいませんので自由に書いてく ださ
い」 という質問に関する記述をさせる。 

表1 授業の概略
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時限 
学習内容 

( ) 内は, 学習者の具体的な活動を示す。 
1 時限目 ルーべ, 顕微鏡の使い方, および, スケ ッチの仕方 

2時限目 
「アブラナ」 の観察 (「アブラナ」 を分解し , 外側か 
ら順番に並べてノ ート に貼る) 

3時限目 
観察のまとめによる被子植物のつく り の学習 ( 「 アブ 
ラナ」 のつく りの観察を中心に, 被子植物のつく り を学 
習する) 

4時限目 
被子植物のまとめ (前時のつく り を , さらに他の被子 
植物にも広げて考える) 

5時限目 「マツ」 を教材にした裸子植物のつく りの学習 

6時限目 
顕微鏡実習 (顕微鏡の使い方を練習するために, 市販の 
プレパラート を用いた観察を行う ) 

7時限目 
レポートの書き方を学習する (GWに仕上げる予定のレ
ポートの書き方を学習する) 

5 結果
OPP シート に見られる記述と 0PPA に関する感想か
らわかったこ と を整理する。

5 -1 OPP シー トにみられる記述からわかつたこ と
「学習前 ・ 後」 の記述を概念別に分類したもの (図 2 ) 

とその記述例 (表 2 ) , および, 「最下段の記述」 にみら
れた概念を分類した結果を (表 3 ) 示す。 これらを整理
したとこ ろ , 次の 5 点が明らかになった。

5 -1 -1 理科を学ぶ意味の認識
第 1 に, 多 く の生徒は, 理科を学ぶ意味を適切に認識
しているこ とである。 先ほども述べたよう に, 今回作成
したシートでは 「学習前 ・ 後」 に記述する 「本質的な問

い」 と して 「理科の授業は何のためにあると思いますか? 」
を設定した。 これは, 理科を学ぶ意味や必然性の育成を
生徒に促すことを意図したものである。 図 2 より , 学習
前 ・ 後ともに 「自然を理解するため」 と 「将来役立つ」

が多いのがわかる。 こ れらは, 理科教育の目的論におい
て多 く みられるものとほぼ一致する 9。 つまり , 多 く の
生徒たちは, 「理科の授業は何のためにあるのか」 につ
いて学習前から 「生徒たちなり」 にであるが, 認識して
いるこ とになる。 

図 2 「学習前・ 後」 の記述における概念 (%) N=112 
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表 2 「学習前 ・ 後」 の記述例 (a, b, cはクラス, 番号は生徒を示す) 

学習前 学習後

A 受験のため

大人になってから使う こ とだと思うから。 受験に成功するた 

め (a-3男子)。 

高校入試のため。 大学合格のため。 知恵を増やすため (c-7 

女子) 

テストでよい点をと るため。 高校受験のため (c-11 女子) テストでよい点を取るため。 想像力アップ↑ ↑ ↑ (c-11 女子) 

B 知識を増やすため

大人になって, 基本的な知識を知つていた方が科学的な考え 

ができるよう になるから (c-5 男子) 

顕微鏡やルーべなどの道具の正しい使い方、 いろいろ知らな 

いことを覚えるため (a-15 女子) 

理科の勉強を覚えるため (b-7 女子) 植物や生物のことが, 小学校よりよく わかった (b-2 男子) 

C 将来役立つ

将来のため。 おそら く何かに役立つ (c-16 女子) 役に立つし , 知つてて得だから (a-2 男子) 

実験などを通して, わかったこ とが将来に役立つから (a-6 

女子) 

理科の実験とかし く みを調べて理科の楽しさを感じるため。 

これからの社会などで覚えておく ため (a-3 女子) 

大人になってから使う こ とだと思うから。 受験に成功するた 

め (a-3男子) 

危険な生き物がどこに住んでいるか分かれば、 その場所では 

そういう所で気をつける。 植物に対しての態度 (b-10男子) 

D 理科的な考え方をまなぶ

科学や実験を通して 「そう なんだ ! ! 」 とか知つて, ? を消 

していく ため (a-6 男子) 

不思議を観察などして実際に自分で体験してふれあい知るた 

めにある (C-5男子) 

今自分が思っている常識を , 科学的に分かるよう にするため 

にあると思います (b- 12 男) 

不思議を生み出すもの (b-5 女子) 

分からないこ とや疑問を分かるよう にするため。 好き心を育 

てるため (b-8 女子) 

「そう なんだ」 と い う のを増やし て , 「 なんでだろう 」 を 

「そう なんだ」 にするため (a-6 男子) 

分からなかったこ と を分かる力をつけるため (b- 18 男子) 知らなかったこ と を実験などして分かるよう にする (a-6 女 

子) 

E 自然を理解するため

科学の不思議をわかって欲しいからあると思います (a- 13 

女子) 

自分がよ く わからない世界の現象などの理由を知るため (b- 

l3 男子) 
身近なこ とで , どんな変化があるかを知つてもらう ため (b- 

5 男子) 

実際にある科学に触れて, 楽しむため (b-13 女子) 

F 身近な問題を解決するため

科学の不思議をわかって欲しいからあると思います (a- 13女 

子) 

いろんな疑問とかを解決するため (b-7 女子) 

身近なこ とで , どんな変化があるかを知つてもらう ため (b- 

5 男子) 

自分の生活の中には科学があるという こと と , 具体的な内容 

を教えるためにあるんだと思います (b-9 男子) 

環境問題を考えるため (c-8 男子) 自分の生活の疑問を解決するため ! (a- 11 女子) 

G 興味をもつため

植物や大地の変化を知り , 物理や化学について興味を持った 

め (a-12男子) 

分からないことや疑問を分かるようにするため。 →理科は 

楽しい (c-8 女子) 

人類の科学的発展のために ! ! ! 的な。 そのために小さいと 

きから教えて興味を持たせる。 という ・ ・ ・ 。 地球の謎を解 

く ために (c-15 女子) 

色々楽しむため。 わかったら楽しいし , 花とか, 見たときに 

ここが柱頭かな ? とか思う とおもしろい。 学習前はそんなこ 

とは思わなかったから (a- 18 女子) 

H その他

生きている中で疑問に思ったこと を科学で解明し , みんなに 生きていく中でつける考え ( c -9 女子) 

発表するため (b-13 女子) 



理科教育における 「生成的学習モデル」 と 0PPA

表 3 最下段の記述にみられる学習により変容したと思われる概念と記述数 (割合) 
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変容が見られた概念と具体的な記述 数(%) 
1 学習による自分自身の変容を客観視する記述 74 (66) 
① 知識や技能の増加と向上 

・ 顕微鏡の使い方 , 名前が覚えられるよう になり ま した。 最初は手こずっていたけれど, だんだん準備するのが 
速く なりました (a-5 女子)。 
・ 私は、 がく と花弁の数が同じなのに気が付きました。 これからも 「なぜ」 という思いを大切にしたいです (c-9 
女子)。 
・ 植物といっても 1 つではなく 一つ一つ違っていて、 でも , 流れは同じという こ とがすごいと思いました。 そし 
て, 一番驚いたこ とは, タ ンポポの一つ一つが花という こ とです (b-9 男子)。 

50(45) 

② 学び方の変容や理科を学ぶ意味 

・ 前は , ただ科学を知るためにある教科だと思っていたが, 新しい目的がわかった (c- 11 男子) 
・ し っかり復習しておく こ とが大切だとわかりま した。 なので , これから , 覚えたこ と をし っかり復習しておき 
たいと思いました。 - 日一 日の積み重ねを大切にしたいです。 (c- 14 女子) 
・ 授業で学んだこ と を踏まえて , これはどう なんだろう ? と思う こ とが増えた。 たぶん興味を持ち始めたんだと 
思う。 授業が好きになってきた (a-15 女子)。 

24 (23) 

2 学習意欲の向上 
・ 楽しいので , - 日二時間やりたいです (b-3 女子) 
・ 私は 「この世の科学をも っと知り たい」 と思いま した。 前まで , 習ったこ と をやっていただけだったけ ど, 学 
習してもっと科学を知りたいという気持ちが出てきました (a-8 女子)。 
・ 理科のイ メ ージが変わった。 植物の, 他のものを押しのける力はどれく らいなのかを調べてみたい (c-8 男子)。 

63 (56) 

3 未記入 18(16) 

5-1 - 2 大人の考え方による影響
第 2 に, しかし , それは, 大人の考え方の影響を少な
からず受けている可能性があることである。 生徒の記述

には , 気になる表現が多 く みられた (表 3 ) 。 たとえば
学習前E欄の a-13 女子, 及び, b-5 男子の記述 (下線) 
は, 主語が生徒自身ではない。 また, 学習前C欄の c-16 
女子は, 「おそら く」 という言葉を使っている。 これは, 
生徒たちが理科を学ぶ目的を自分自身のものと して受け

止めていない可能性を示すものではなかろう か。 このよ

う な記述は他にもみられた。

5 -1 - 3 学習前における将来や受験に必要だからと
いう目的観

第 3 に, 生徒たちが理科を学ぶのは, あく までも将来
のためであり , 理科の学習が現在の自分にと ってどんな
意味があるかについての考えを見いだしていないと思わ

れる生徒が多いことである。 たとえば, 表 2 学習前A欄
の 「大人になってから使う こ とだと思う から。 受験に成

功するため (a-3 男子)」 という記述にみられるよう に, 

理科を学ぶのは, 「大人になってから」 と考え , 今の自
分にと っての意味は, 「受験」 だという のである。 「将来
のため」 や 「将来役に立つ」 という表現で他にも多 く み

られた。 このよう に理科を学ぶ意味が, 中学生である
「今」 に結びつけて考えにく い様子が伺える。

5 -1 - 4 学習後に形成された学ぶ楽しさ
第 4 に, 学習後に, 「理科を学ぶことが楽し く なった」

いう記述が多 く みられたことである。

先ほどの受験を意識していた生徒たちも , 学習後にな
ると記述に変化がみられる。 たとえば, 学習前は, 単に
「生活に役立つ」 だった生徒 (b-3女子) が 「身の回り
のこと を知り , 生活に役立てる。 少しでも , いろんなこ
とが分かるよう に」 と変化した。 さらに, この生徒の最
下段の記述では, 「身近なこ と を (植物) 観察しよう と
思った。 楽しいので 1 日 2 時間やりたいです。 (笑) 小
学校のときより細かく て, いろいろ知れて良いと思いま
した」 と , 興味 ・ 関心が向上したこ とがわかる。
ほかにも , 学習前に 「将来役立つから」 と していた生

図 3 感想にみられる要素 (%) N=112 
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徒たちが, 「最下段の記述」 では 「理科が好きになった
(a-2 男子)」 や, 「花のつく り を詳し く 勉強して, 外か
らがく , 花弁, おしべ, めしべなどの順番や子房や胚珠
の場所など, そんなのがあったのかと思った (a-6 男子)」
という よう に, 新しいこと を学んだ喜びを記している。 
さ らに, 「授業で学んだこ と を踏まえて , これはどう な
んだろう ? と思う こ とが増えた。 たぶん興味を持ち始め
たんだと思う。 授業が好きになってきた (a-15 女子)」
という よう に, 理科の学習に喜びを見いだし , それが, 
今現在の自分にと って理科学習は意味があるという こ と

を自覚する様子もみられた。

5 -1 -5 学びの客観視
第 5 と して , 自分の学びを客観視する姿がみられるこ
とである。

「最下段」 の記述を分析すると大き く 2 つのグループ
にわけることができた (表 3 )。 1つは, 「学習による自
分自身の変容を客観視する記述」 である。 こ れは, ①
「知識や技能の増加 ・ 向上」 と , ② 「学び方の変容や理
科を学ぶ意味」 にわけられた。 2 つめは , 「学習意欲の
向上」 である。 それぞれの数と具体的な記述は, 表 3 に
示す。 これらより , 多 く の生徒が, 学習による変容を客
観視し , 学習意欲を向上させたこ とがわかる。
その記述内容を分析すると生徒たちが自分自身の概念

や考え方について深く 考える様子が見られた。 たとえば, 
「知識や技能の向上」 に関する記述では, 「私は、 がく と
花弁の数が同じなのに気が付きま した。 これからも 『な

ぜ』 という思いを大切にしたいです (c-9 女子)」 といつ
たよう に, 単なる知識の増加にと どまらず 「『なぜ』 と
いう思いを大切にしたい」 といった自分の理科授業に関

する姿勢を具体的に記述している。

さ らに , 「学習意欲の向上」 に関する記述を見ると、
単なる 「楽し く なった」 といった抽象的なものばかりで

はなく 「理科のイ メ ージが変わった (c-8 男子)」 といっ
た, 理科という教科に対する考え方の変容がみられた。 
これらは, 自分の学びを客観視した結果と考えられる。 

5- 2 OPPA に関する感想からわかつたこ と
次に, 単元終了後 0PPA に関する感想からわかった
こと を整理する。 そこでの記述を概念別に分類した図 3 
と , その具体例 (表 4 ) から , 次の 5点が明らかになっ
た。

5 -2 -1 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」 の形成

第 1 に, 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」 の形成がみら
れるこ とである。 たとえば, 図 4 に示すよう に 「理科が
何のためにあるのか」 という問いかけが, 「理科の授業
の受け方」 に影響を与えているのがわかる。 また, 「将
来のためと思ったけど, 自然の厳し さを知るこ とができ
た (c-6 男子)」 という よう に , 中学生である今の自分
にと って意味があるこ と を自覚する記述や 「履歴表を見

直してみると前に勉強したこ とがわかって , 授業が分か
り やす く なった (a-16 男子) という よう に , 学び方を
見いだしている記述もみられた。 

表 4 感想の記述例

要素 記述例 

J OPPA に 
好意的 

・ どんなこ と を学習したかがよ く 分かってそれの 

感想とかを見ながら大事なこ と とかを思い出す 

ことができるようになった (b-7 女子)。 
・ 授業を疑問や意識をもって授業を受けるよう に 

なった。 履歴表で授業を振り返ることができた 

(c-2 男子)。 
K 「反省的 
思考」 

・不思議に思う こ とが多 く なってよかった (a-7 
男子)。 
・ 履歴表で授業の受け方が変わった (a-13 男子)。 
・ 理科の授業の見方がかわった。 学習したこ と を 

考え直すようになった (b-10男子)。 
・ 返されて振り返ると次はこう しよう こ う ノ ート

にまとめよう となった (b-18男子)。 
・ 自分の実力がわかった (b-5 女子)。 
・ 自分で大事なとこ ろが分かるよう になった。 

・ 履歴表を書く とき , 何もかけないと 「あ一 しっ 
かり授業聞いてなかったな一」 と思い次からは 

気をつけるよう になった。 あと分からなかった 

とこ ろも しっかり気づいて分からなかったとこ 

ろを復習するようになった (c-3 女子)。 
L 振り返り 
ができる 

・ その日にやったこ と を振りかえれるので 「ああ, 
こんなこ とがあったな」 や 「つながってるな」 

と思うことがあるようになりました (a-6 男子)。 
・ 毎日理科の授業を振り返るこ とができるのでな 

んとな く 終わるこ とがな く なったと思う (a- 18 
女子)。 
・ 小学校の時の理科は授業が終わったらそのまま 

終わりだったけど, 履歴表を書 く こ とによって , 
今日の授業は, どんなこ と を勉強したのか, ど 
んなこ とが分からなかったか, 自分で理解する 
ことができる (b-1 女子)。 

M 意欲的に 
なった 

・ 最初は小学校の時と違って大変だったけ ど, 今 
は履歴表を書く ことで, 自分の生活面に良い変 
化がでてう れしかった。 これからもきちんと出 

そう と思った (b-13女子)。 
・ 勉強に取り組もう とする姿勢がよ く なった (c- 

7 男子)。 
N 理解や能 
力の向上 

・理科のこ とで分かったこ と をまとめるこ とがで 

きるようになった (a-10女子)。 
・ じ ゆぎよう の振り返りができるので習ったこ と 

が整理されて内容がしっかり分かるよう になつ 

た (a-16女子)。 
0 先生に質 
問ができる 

・花のつく りや光合成の事で分からないこ と を書 

いて先生の答えをもらって変わったと思います。 

(今まで先生に聞かなかったから) (a-13 女子)。 
・ 重要なこ とがわかるよう になった。 分からない 

ことが先生に気軽にきけるよう になった (b- 14 
女子)。 

P 自分の身 
持ちが素直 

に書ける 

・感想を書いているので , 自分の思ったこ とが素 
直にかけるようになった (a-19男子)。 
・ 思ったこ と をかけたり重要なこと をかける (c- 

l 女子)。 

' Mt 書く ことで、今までと i わったこと、 i■l たこと t 一 、てください.
o ま t しっ

、
l し t、'1 -5 、t' 

、、

整 t、z、 f '、' 、 '
、

L 、 い
◆ ' 、

ー '、

図 4 「学ぶ意味」 を感得した記述例 (a-1 男子)

5 -2 -2 「反省的思考」 の形成

第 2 に, 図 3 から明らかなよう に反省的思考の形成が
多 く みられたこ とである。 たとえば表 4 の 「その日にやっ
たこ と を振りかえれるので 『ああ , こんなこ とがあった
な』 や 『つながってるな』 と思う こ とがあるよう になり

ま した (a-6 男子)」 や, 図 5 の 「自分なりの勉強の仕
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方を見つけることができました (b-16 女子) 」 という記
述から , 生徒が自ら , 自身の学習を省みて , それが, 勉
強の仕方の改善に結びついてい く様子が見て取れる。

ほかにも表 4 の事例にあるよう な 「反省的思考」 が, 
学習の意欲向上に結びつき , さらには, 理科を学ぶ意味
を獲得する様子がうかがえる。 このように, 生徒たちは, 
理科の授業の受け方がかわった自分を自覚することで, 
自らの学びを振り返るこ との意味を実感しているのであ

る。 さ らに , こ れらは , 0PP シート を使う こ とで もた
ら されたという のである。 

表 者 二 1、
'

っ 「二こ. '-が 3 、、 1 , ) の v のし I t - つ' f 二 、'l 
て''' i まし 二。 

図 5 「反省的思考」 の記述例 (b-16女子) 

5-2 -3 OPPA に好意的であること
第 3 に, OPPA に好意的であるこ とがあげられる。 表

4 における 「L振り返りができる」 や 「N理解や能力の
向上」 , 「書 く力があがった」 の記述例にみられるよう に, 
このシートが自分の学習に役立つからだとするものが多

かった。 これらは, 0PPA により , 自己の学びの客観視
が可能になった効果と考えられる。

5 -2 - 4 学習意欲の向上
第 4 に, 意欲的になったという記述が多 く みられたこ
と である。 たとえば, 表 4 「M 意欲的になった」 欄に
示した記述や 「理科の授業の後に, おも しろかったこ と
や分かったこ と を振り返るよう になった。 大切な事を書

き , 家で復習するよう になった (b-13 女子)」 , 「 じぶん
がふしぎとおも ったこ となどを先生から ヒ ントが返って

きたり してもっと自分で考えてみよう と思う よう になっ

たことです (c-9女子)」 のよう に, 自ら学び, 自ら考え
る姿勢がみられるよう になったこ とがわかる。 

6 考 察
以上より , ここでは, 次の2 点について検討する。 ま
ず, 今回の事例を基にした 0PPA の効果を整理する。 
次に, それらと 「生成的学習モデル」 に基づく授業との
関連を明らかにする。 

6- 1 本事例において明らかになった 0PPA の効果
今回の事例から , OPPA の効果と して次の 7 点があき
らかになった。

まず, 第 1 に学習者の素朴概念とその変容過程が把握
できるこ とである。

第 2 に, それが, 教師と生徒自身の双方に可能である
ことである。

第 3 に, それらは, 学習者が自らの学びの客観視によ
るこ とである。 OPP シート の最下段の記述にみられた
「知識や技能の増加 ・ 向上」 と 「学び方の変容や理科を

学ぶ意味」 の感得は, 学びを客観視するこ とでもたら さ
れたと考えられる。 こ れは, 「 メ タ認知」 が可能になつ
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たこ と を示すものと考えられる。

第 4 に, これにより , 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」
の形成がもたら されたと考えられるこ とである。 感想の

記述に多 く みられたよ う に , 0PP シー ト により , 生徒
が自らの学びを振り返るこ とが可能になることで , 理科
の学習は将来のためだけでなく , 今の自分にと って意味
があるこ と を実感する姿が数多 く みられた。 その結果, 
理科の授業の受け方がかわったと自覚したと考えられる。

第 5 に, 「反省的思考」 の形成が多 く みられたこ とで
ある。 生徒たちは, 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」 を感
得するこ とで , 自らの学びを振り返るこ と を可能にして
いると考えられる。

第 6 に, 学習意欲の向上である。 これは、 昨今理科教
育の課題である理科嫌い理科離れ問題にも関係する。

第 7 に, OPPA が好意的に受け入れられているこ とで
ある。 授業で用いる学習方法や評価方法などは, 学習者
に好意的に受け入れられるこ とが, 必要不可欠と考える。 
それが, 学習者が意欲的に楽し く学習できるための前提
となるのではなかろう か。

OPPA を開発した堀は, その機能と して次の 9 点をあ
げている (表 5 ) '°。
今回明らかになった 7 点は, これとほぼ一致する。 こ
のよう に, 本事例からも同様な結果がえられたこ とがわ
かった。 

6- 2 OPPA の機能と 「生成的学習モデル」 の関係
これらは, 冒頭で述べた 「生成的学習モデル」 を基づ
く授業論で重視すべき点と大き く 関係しているのがわか

る。 それは, 大き く次の 5点に要約できる。
第 1 に, 授業における 「メ タ認知」 の育成である。 表

5 に示すよう に, 0PPA は, 「 メ タ認知の育成」 を目的
と しており , その効果は, 先ほどものべたよう に, 今回
の事例でも明らかになった。

第 2 に , こ れにより , 授業において 「学ぶ意味」 や
「学ぶ必然性」 を学習者が感得するこ と を可能にすると

考えられるこ とである。 今回の事例においても多 く見ら

れたこ とから 0PPA にその効果があるこ とがわかる。
第 3 に, 授業において, 学習者自身による 「反省的思
考」 を促すこ とである。 今回の事例においても学習者の

表 5 OPPA の機能 (堀, 2009 : p.18の主張に基づき, 筆者作成) 

1 学習者の認知過程の外化と内化のスパイ ラル化 

2 
学習内容の全体を見通し , もっとも重要な事項を簡潔に 
要約する資質能力の育成 

3 学習者の既有の概念や考え方 (素朴概念) の把握 

4 学ぶ意味 ・ 必然性の形成 

5 メ タ認知の育成 

6 学習者による学習目標の形成 

7 教師の指導目標と学習者の理解とのずれの確認 

8 教師の授業改善 

9 学習者が自分の内面と向き合い, 見つめ, 学びの過程を 
問い直し , 深めるという働きかけ 
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「反省的思考」 が多 く見られた。 これら 3 点は, OPPA 
によってもたら されたこ とは, OPPA について好意的な
受け止め方をしている生徒が多いこ とからもわかる。

第 4 に, OPPA が, 「構成主義」 に基づく概念の形成
過程という視点を重視していることである。 堀は, 著書
の中で 0PPA は, 構成主義的な学習観に基づいて開発
されたと述べている (堀 , 2010, p 220) 。 たとえば, 
「今日, 自分で一番重要だったことを書いてあると 『パッ』
と見たと きにわかりやすい (c-5 女子)」 という よう に, 
OPP シートの学習履歴により , 概念の形成過程を自覚
する姿が今回の生徒の記述から実際にみられた。 また, 
図 1 の 「学習後」 の記述にみられる 「なんか, 頭の中が
見てみたく なり ました (b-10女子)」 という表現は, 生
徒自身が, 自らの素朴概念が変容していく過程を自覚し
ているものと考えられる。 図 6 は, 「生成的学習モデル」
を図にしたものであるが, この図にみられる 「生成的学
習」 を実感したこ と を意味する可能性を示すものではな

かろうか。 

図 6 生成的学習モデル
出典 : 堀 哲夫 (1992) 「構成主義学習論」 日本理科教育学会
編 『理科教育学講座 5理科の学習論 (下) 』 東洋館出版社,
207. 

第 5 に, これらを可能にしたのは, OPPA の 「概念の
形成過程の可視化」 によるものと考えられるこ とである。 

つまり , 「生成的学習モデル」 に基づく授業には, 0PPA 
の効果の 1 つである概念の形成過程の可視化が有効であ
ると考えられるこ とである。 教師にと って学習者の概念

の形成過程は, 見るこ とができない 「ブラ ツクボツクス」
である。 学習者自身にと っても , 自分の頭の中を客観的
に見るのは通常は難しい。 しかし , 0PPA により , 学習
者の概念の形成過程の可視化が可能になったこ とで , 
「生成的学習」 の過程を教師も学習者自身も把握するこ

とが可能になったと考えられる。

以上より , 授業に 0PPA を導入することで、 「生成的
学習モデル」 に基づ く授業が成立することがわかった。 

さ らに, それは, 中学生に好意的に受け入れられ, 中学
校現場で有効に機能することがあきらかになった。 これ

らは, OPPA が理論と実践を接続する視点を明確化して
開発されたこ とによってもたら されたと考える。 

7 おわりに

本研究では, OPPA の導入による 「生成的学習モデ
ル」 に基づく理科授業の成立とその効果を検討し , その
有効性について, 中学校 1 年生を対象と した事例を基に
実証した。 しかし , 課題は残る。 授業論における 「生成
的学習モデル」 の意義や 0PPA の有効性は明らかになっ
たが, そこでは, 授業実施者である教師の教育観が大き
く 影響する可能性がある。 これについての検討は, 今後
の課題とする。 
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